
 

人社系副専攻プログラム SDGs セミナー vol. 5 を実施いたしました 

 

九州大学人社系協働研究・教育コモンズが主催します SDGs セミナー vol. 5 を、２０２３

年 12 月 20 日（水曜日）に開催いたしました。本セミナーでは、株式会社ダイセキ企画管

理本部の馬場竜子様に『環境ビジネスを通じた SDGs の実現－環境と経済の両立に向けた

挑戦－』というタイトルでご講演をいただき、その内容を踏まえ参加学生によるワークショ

ップを実施いたしました。 

 

 本セミナーには経済学部や法学部、文学部や教育学部に加えて、農学部や共創学部など幅

広い学部から約 30 名の学生に参加いただきました。参加学生は静脈産業と呼ばれる環境ビ

ジネスの現場で進められる取り組みや重要性を学ぶとともに、環境保全が長期的には経済

的な利益をもたらすメカニズムについて、興味深く報告を聞いていました。また「SDGs の

必要性」や、「3R とサーキュラーエコノミーの違い」などについて複数回のグループワーク

を実施する中で、参加学生は意見交換を楽しんでいる様子でした。 

 

 

写真①：ダイセキ株式会社 馬場様の講演の様子 



 

 

写真②：楽しそうにグループワークに取り組む参加者 

 

  

写真③：グループワークの内容を報告する参加者 



 

■セミナー参加学生からの感想 

 

⚫ ”SDGｓはビジネスチャンスである”という観点が面白いと思った。一方で、指標が出

やすい環境ビジネスは SDGｓビジネスとして十分理解できるが、ジェンダー平等や人

種差別など人間の意識的なものに関する SDGｓの目標に関してはビジネスとしてなり

得るのか気になった。 

 

⚫ 環境ビジネスについて無知な状態で参加させていただきましたが、疑問に思うことが

順を追ってスライドで紹介されていて、とてもよく分かりました。色んな学部の方とも

お話でき良い機会でした。ありがとうございました。 

 

⚫ 会社にとっては環境と利益の両立は可能だという観点があるということが面白かった

と感じています。 

 

⚫ SDGｓの社会的重要性という側面だけでなく、ビジネスの領域においてもチャンスで

あるという視点についても学ぶことができたから。 

 

⚫ SDGｓに対しての認識が大きく変わった。特に、SDGｓは人類のためのものだという

フレーズが印象に残った。 

 

⚫ 今回の SDGｓセミナーによって、SDGs に関する事業は単なる環境を保護しコストが

かかるだけでなく、ビジネスチャンスも多くあることが分かりました。そこで Daiseki

は日本の廃棄物処理者の先駆として社会問題を解決していることが素敵だと思います。 

 

⚫ 内容が濃く、SDGs に関する知識を詳しく説明してくれた。社会にとって、CE の実現

は必要なことだと思います。 

 

⚫ SDGs とビジネスの相性が良いイメージはなかったが、セミナーを受けて印象が変わ

った。 

 

⚫ SDGs について、これまでの自分の考えが変化したから。SDGs は環境や地球のため

にあると思っていたが、人類のためという考えが新しく、視野が広がった。 

 

⚫ SDGs に関連するビジネスモデルについて、社会の流れと紐づけつつ考察することが

でき、理解が深まった。 

  



 

参考資料：人社系副専攻プログラム SDGs セミナー Vol. 5 ポスター

 

 


